
第３回 日本薬局管理学研究会年会 
主 催：日本薬局管理学研究会  

後 援       日 本 薬 学 会 ､日 本 医 療 薬 学 会 ､日 本 医 療 ・病 院 管 理 学 会 ､日 本 社 会 薬 学 会  

日 本 薬 剤 師 会 ､日 本 病 院 薬 剤 師 会 ､東 京 都 薬 剤 師 会 、日 本 薬 剤 師 研 修 センター 

 

●特別講演 「これからの薬剤師が進むべき方向」 
東京大学大学院薬学系研究科教授 松木則夫 先生  

松 木 先 生 は、ご自 分 のホームページ（http://www.f .u-tokyo.ac. jp/ m̃atsuki/index.html）で 

専 門 分 野 の薬 理 学 のみならず、「一 般 用 医 薬 品 販 売 の問 題 点 」、「薬 学 部 教 育 の問 題 」、 

「医 薬 品 行 政 関 連 」「英 語 関 連 」など医薬 品 から薬 学 教育 まで幅 広 い論 文を発 表 なされて 

います。このように幅 広 い視 野 とお考 えをお持 ちの先 生 から、医 療 、教 育 、薬 事 制 度 が 

大 きく変 わる中 の薬 剤 師 が進 むべき方 向をご示 唆 いただきます。 

●教育講演 「医療コンフリクト・マネジメント 導入編」 

早稲田大学大学院法務研究科教授 和田仁孝 先生  
 

最 近 、医 事 紛 争 の解 決 方 法 として訴 訟 ではなく ADR：Alternative Dispute Resolution

（代 替 的 ・紛 争 ・解 決 ）による解 決 方 法 がマスコミに取 り上げられています。医 療 事 故 とい

う不 幸 な出 来 事 をめぐって患 者 側 、医 療 者 側 双 方に生 じた感 情 的 混 乱 や関 係 的 不 信 、

生 活 環 境 の変 化 などさまざまな問 題を、訴 訟 のように敵対 的 ・限 定 的 にではなく、対 話 を

通 して、できるかぎり協 働 的 かつ柔 軟に解 決 していこうとする考 え方 である「医 療 コンフリ

クト・マネジメント」（http://www.confl ict-management. jp/）の研 究 会 を主 催 されておられ

る和 田 先 生 からその基 礎をお教 えいただきます。 

●一般講演 

１．不規 則な食習 慣と服薬 状況に関する調査                       八 王 子 薬 剤 センター薬 局  赤 澤  真  

２．後発 医薬品 使用による服 薬コンプライアンスへの影 響    東 北 大 病 院 薬 剤 部 ・東 北 大 大 学 院 臨 床 薬 学   小 原  拓  

３．高齢者における吸入器の使用実態調査と手技指導への取り組み                ㈱ナカジマ薬局 深川店 安川栄一 

４．排尿 改善薬の服薬実態 調査研究                              まごころ薬 局 旭 店     田 代 康 壽 貴  

５．錠剤 ・カプセル剤 本体の識別 性に関する検討               東 海 大 学 医 学 部 付 属 八 王 子 病 院   徳 良 嘉 将   

６．休日 ・夜間における患者からの相談の実態―薬剤 師宿直業 務調査からー          望 星 薬 局  勝 田 裕 美 子  

７．薬剤 師の生涯 研鑽に貢献するＥ－ラーニング                          医 療 教 育 研 究 所  丸  宗 孝  

８．高校 生に対する「薬育」への薬剤師 参画 谷 山 会 営 薬 局 ・熊 大 大 学 院 医 学 薬 学 研 究 部 薬 剤 情 報 分 析 学 分 野   近 藤 悠 希  

９．地域医療の中における患者教育の試み                                   山本保健薬局  山本新一郎 

１０．地域に根ざした薬局をめざして ～平 野 薬 局 における健 康 支 援 事 業 への取 り組 み・第 三 報 ～      ㈱平 野   曽 我 部 憲 枝  

１１．後期 高齢者医 療保健制 度と薬 局機能                              昭 和 薬 科 大 学  串 田 一 樹  

問合せ：日本薬局管理学研究会 http://www.jas-pharm.com/ 

日時：平成２０年７月６日（日）１０時より 
場所：津田ホール（東京 千駄ヶ谷駅前） 

 


